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研究の全体概要 

 近年、脱炭素に向けた戦略として、経済産業省と石炭業界は、石炭火力発電所においてアンモ

ニアを混焼燃料として利用する新たな二酸化炭素削減技術の開発を推進している。アンモニアは、

燃焼しても二酸化炭素を排出しないことや、水素と比べて運搬が容易であり、製造コストが安い

こと、既存の火力発電所が利用できること等の利点があるものの、燃焼に伴い、窒素酸化物が排

出されてしまう恐れや、製造、運搬、燃焼のすべてにおいてアンモニア自体の漏洩の懸念がある。

現在、火力発電所を使った実証試験が開始され始めている。最近になり、PM2.5に含まれるアン
モニウムイオンの窒素安定同位体比（δ15N）の高精度・高確度な安定同位体比分析が日本、米国、
中国を中心に可能になり、現在、発生源プロファイルの収集と新たな混合（発生源解析）モデルを

用いた定量的な発生源の寄与率解明が行われ始めてきている。研究代表者は、2014～2016年にか
けて環境研究総合推進費（「安定同位体比を用いた二次生成粒子形成メカニズムの解明」、5RF-
1401、研究代表者：川島洋人）にて、ガスから粒子への同位体分別係数の算出や、ガス状成分の
サンプリングの課題解明を行うことが出来た。 
 
本研究では、芝浦工業大学と大阪公立大学の 2 つの研究機関との連携により、大阪公立大学が

開発したアンモニアガス及び PM2.5 のアンモニウムイオンの同時サンプラーを用いた高い時間
分解能の δ15Nの分析法の開発や、それらを用いた発生源プロファイルの収集や、さらに同位体混
合モデルを用いたアンモニアガス、アンモニウムイオンの発生源解析を目的とした。高い時間分

解能の測定は、漏洩等にも迅速に対応可能であり、アンモニアのような大気中での高い反応性を

示す物質には、非常に優位な条件となる。また、本研究は、今後、実際にアンモニア混焼が行われ

る際には、非常に重要な知見になると思われる。 

 

  

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


